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副
市
長
の
職
務
と
は
何
か

野 

月　

忠 

見　
（
市
政
・
社
民
ク
ラ
ブ
）

（仮称）教育プラザ
　　整備の基本方針は

野 月　一 博　（高志会）

第
４
回
定
例
会
は
11
人
の
議
員
か
ら
一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
紙
面
の
都
合
上
、
各
議
員
が
指
定
し
た
質
問
と
そ
の
答
弁
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

詳
細
に
つ
い
て
は
、
十
和
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
２
月
下
旬
掲
載
予
定
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

一
　
般 

　
質
　 

問

経営改革に取り組んでいる中央病院

築約40年の市民図書館

議　

員
　
市
長
は
副
市
長
の

職
務
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と

考
え
て
い
る
の
か
。

市　

長
　
副
市
長
の
職
務
は

地
方
自
治
法
に
規
定
さ
れ
て

お
り
、
副
市
長
は
私
の
意
向

を
踏
ま
え
て
政
策
判
断
や
重

要
な
企
画
を
担
当
す
る
な
ど
、

市
政
運
営
に
当
た
っ
て
の
ま

さ
に
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

議　

員
　
私
の
一
般
質
問
発

言
通
告
に
対
す
る
副
市
長
の

発
言
は
私
に
向
け
て
言
っ
た

の
か
。

副
市
長

　
発
言
通
告
に
対
す

る
発
言
は
、
議
員
に
対
し
て

の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

議　

員
　
副
市
長
は
都
内
大

学
院
の
授
業
で
講
義
を
し
て

い
る
が
、
副
市
長
と
し
て
な

の
か
。
そ
れ
と
も
個
人
と
し

て
な
の
か
。

　

ま
た
、
そ
の
講
義
で
の
発

言
内
容
を
ど
う
考
え
る
か
。

副
市
長

　
副
市
長
の
肩
書
き

で
講
義
し
、
そ
こ
で
の
発
言

内
容
に
つ
い
て
は
不
適
切
で

あ
っ
た
と
反
省
し
て
い
ま
す
。

病
院
事
業
決
算
の
黒
字
分

は
市
に
戻
す
の
か

議　

員
　
平
成
二
十
二
年
度

決
算
の
一
億
三
千
九
百
万
円

の
黒
字
は
当
然
市
の
一
般
会

計
に
戻
す
こ
と
に
な
る
と
思

う
が
、
三
月
の
補
正
予
算
で

計
上
す
る
の
か
。

病
院
事
務
局
長

　
平
成
二
十

二
年
度
決
算
で
約
一
億
三
千

九
百
万
円
の
資
金
を
確
保
で

き
ま
し
た
が
、
病
院
事
業
は

独
立
採
算
が
基
本
で
す
の
で
、

特
別
な
支
援
を
受
け
た
中
で

の
黒
字
額
は
精
算
す
る
こ
と

が
必
要
に
な
る
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
現
在
も
病

院
事
業
は
一
時
借
入
金
に
よ

り
資
金
運
用
し
て
い
る
た
め
、

今
後
の
経
営
状
況
を
踏
ま
え
、

市
と
財
政
協
議
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
追
加
支
援
は

議　

員
　
平
成
二
十
四
年
度

の
病
院
事
業
会
計
へ
の
追
加

支
援
の
内
訳
は
。

病
院
事
務
局
長

　
平
成
二
十

四
年
度
の
病
院
事
業
会
計
へ

の
追
加
支
援
は
、
病
院
建
設

事
業
の
元
利
償
還
金
と
病
院

特
例
債
の
元
利
償
還
金
の
全

額
を
合
わ
せ
、
約
七
億
二
千

万
円
と
な
る
見
込
み
で
す
。

め
、運
行
時
間
を
少
し
ず
つ
ず

ら
す
方
法
や
運
行
コ
ー
ス
の

変
更
、学
校
を
終
点
と
す
る
な

ど
の
方
法
に
よ
り
、停
留
所
の

利
用
を
分
散
す
る
よ
う
な
方

策
を
具
体
的
に
検
討
し
て
い

る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
先
般
停
留
所
の
設
置
場
所

や
バ
ス
の
停
車
帯
整
備
の
可

能
性
、安
全
な
乗
降
方
法
検
討

の
た
め
、十
和
田
観
光
電
鉄
と

関
係
機
関
で
現
地
視
察
を
行

っ
て
お
り
、
引
き
続
き
協
議
、

検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

焼
山
地
区
の
温
泉
試
掘
を

決
め
た
根
拠
は

議　

員
　
焼
山
地
区
の
温
泉

試
掘
で
温
泉
が
出
る
可
能
性

が
高
い
と
し
た
根
拠
を
問
う
。

観
光
商
工
部
長

　
焼
山
地
区

で
水
道
の
水
源
調
査
を
実
施

し
た
結
果
、今
回
の
温
泉
試
掘

地
点
で
温
泉
と
見
ら
れ
る
成

分
が
確
認
さ
れ
、受
託
業
者
か

ら
一
定
の
深
度
で
掘
削
す
る

と
地
下
の
水
温
が
高
く
な
る

こ
と
が
推
定
で
き
る
と
報
告

を
受
け
て
い
ま
す
。そ
の
報
告

か
ら
、温
泉
が
出
る
可
能
性
が

高
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

の
面
積
は
約
三
百
九
十
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、教
職
員
の
指
導

力
の
向
上
な
ど
を
目
指
し
た

研
修
や
小
中
学
校
の
主
体
的

な
研
修
に
対
す
る
支
援
、教
育

相
談
の
活
動
や
不
登
校
の
子

供
を
対
象
に
し
た
適
応
指
導

教
室
を
設
け
た
施
設
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

議　

員
　(

仮
称)

教
育
プ
ラ

ザ
の
規
模
及
び
内
容
を
問
う
。

企
画
財
政
部
長

　
当
該
プ
ラ

ザ
は
、図
書
館
機
能
と
教
育
研

修
セ
ン
タ
ー
機
能
を
有
し
た

教
育
の
拠
点
施
設
を
予
定
し

て
い
ま
す
。図
書
館
機
能
の
面

積
は
約
二
千
七
百
三
十
平
方

メ
ー
ト
ル
で
、知
識
、資
料
、情

報
の
提
供
、だ
れ
も
が
自
由
に

利
用
で
き
、時
代
の
変
化
に
対

応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で

き
る
施
設
を
予
定
し
て
い
ま

す
。教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
機
能

バ
ス
の
代
替
運
行
に
よ
る

渋
滞
の
解
消
策
は

議　

員
　
鉄
道
事
業
撤
退
に

伴
い
、
バ
ス
の
代
替
運
行
に

な
っ
た
場
合
の
渋
滞
解
消
対

策
を
問
う
。

企
画
財
政
部
長

　
利
用
者
の

大
半
を
占
め
る
高
校
生
の
利

用
が
朝
の
一
定
時
間
に
集
中

し
、運
行
台
数
が
多
く
な
る
た


